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1ダダのはじまり
ダダの運動は、第一次世界大戦のさなか1916年2月5日、中立国スイス
のチューリヒにおいて、ドイツから亡命してきた詩人・劇作家のフーゴ・
バルが中心となり、エミー・ヘニングス、トリスタン・ツァラ、ハンス・
アルプ、マルセル・ヤンコらとともに芸術家酒場「キャバレー・ヴォル
テール」を開店したことにはじまる。バル（HugoBall，1886－1927）は、豊
富な地下資源ゆえにその領有をめぐってフランス・ドイツ間で紛争の原因
となり、第一次世界大戦の敗戦によりドイツがフランスに割譲したアルザ
ス・ロレーヌ地方に接するラインラント・プファルツ州のピルマゼンスに
生まれた。地元のギムナジウムを卒業後、皮革工場の徒弟として働いた
後、ミュンヘン、ハイデルベルクで大学生活を送り、二一チェを研究しバ
クーニンにも傾倒するが、途中で研究を放棄し、ベルリンに出て演劇を学
ぶ。19世紀から20世紀にかけてのベルリンは、優れた劇作家や役者を多数
輩出し、ドイツのみならずヨーロッパ演劇の中心地であった。当時、この
地の芸術家やジャーナリストの溜り場となっていたカフェ・デス・ヴェス
テンス（1）では、後にダダの仲間に加わることになる表現主義の詩人リヒャ
ルト・ヒュルゼンベックと知り合っている。その後バルは、舞台監督や演
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出を務め、戯曲を雑誌に発表したり、また自ら雑誌『革命』の創刊に関わ
るなど精力的に活動するなか、表現主義グループ「青騎士」の画家たちと
も交流している（2）。
シャンソン歌手で詩人のヘニングス（EmmyHemings，1885－1948）は、
ユトランド半島の付け根に位置し、その帰属をめぐってデンマーク、ドイ
ツ、オーストリアのあいだで係争の原因となっていたシュレスヴィヒ・ホ
ルシュタイン州の港町フレンスブルクに生まれた。第一次大戦末期、1918
年にワイマール共和国を成立させたドイツ革命は、現在ではこの州の州
都となっているキールの軍港における水兵たちの蜂起がはじまりであっ
た。1913年にミュンヒェンのジンプリチシムス〔3）で歌っていたところで
バルと知り合い、行動をともにすることとなる。彼女は当時すでに、左
翼系の雑誌『アクツィオン』（4）に詩を発表しており、キャバレー・ヴォル
テールでも彼女の歌と詩の朗読は欠くことのできない出し物となった。や
がて二人はダダの運動からは離れ、1920年に結婚する。ルーマニア生まれ
で後にフランスに帰化する詩人ツァラ（TristanTzara，！896－1963）は、大
学で文学を学んでいたときに大戦が勃発し、チューリヒヘと逃れてきてい
た。ツァラはヒュルゼンベックやヤンコとともに同時詩（5）のパフォーマン
スを披露し、それは、バルの音声詩（6）とともにキャバレー・ヴォルテール
を象徴するプログラムとなった。アルプ（HansArp，1886－1966）は、普仏
戦争（1870－71）によってドイツ領となったアルザス地方のシュトラスブ
ルク生まれの彫刻家。地元の美術工芸学校に学ぶが満足せず、ワイマー
ルの美術学校、パリのアカデミー・ジュリアン（7）で学び、マティスやシ
ニャックらと展覧会を開いたこともある。一時期、スイスのルツェルンに
転居していた実家に戻るが、再びパリ、ケルン、ミュンヒェンなどを巡り
ながら、ピカソ、モディリアー二、カンディンスキー、クレー、エルンス
トといった作家たちと交流を重ねた。大戦がはじまったとき彼はパリにい
たが、ドイツとフランスがその領有をめぐって対立してきたアルザス出身
でもあり、当時はドイツ国籍であったアルプは複雑な立場に立たされるこ
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とになり、結局はチューリヒに落ち着きダダに加わる。ヤンコ（Marcel
Janco，1895－1984）はルーマニアの首都ブカレストに生まれ、建築を学ん
でいたが、戦火を避けるため弟のジョルジュとともにチューリヒにやって
きた。キャバレーの夜会ではメンバーがそれぞれに彼が制作した仮面をつ
けて踊るというパフォーマンスが展開された。ダダの活動が衰退した後
は、ルーマニアに戻り建築家、画家として活動したが、第二次世界大戦中
に反ユダヤ主義が高まると、ユダヤ人であるヤンコはパレスチナに亡命し
た。当時、彼がイスラエルに創設した芸術家村には現在も多くの芸術家が
居住し、制作活動を行なっている。晩年はダダイスト・ミュージアム（現
在のヤンコ・ダダ・ミュージアム）の設立に尽力し、テル・アヴィヴで亡
くなった。チューリヒ・ダダの運動に約20日遅れで合流したヒュルゼン
ベック（RichardHuelsenbeck，1892－1974）はドイツ中央部に位置するヘッ
セン州フランケナウの生まれで、第一次大戦勃発の直前にはベルリンで医
学を学んでいた。戦争がはじまるとすぐ志願して砲兵連隊に配属になる
が、まもなく病気で除隊となりベルリンに戻る。そして、1915年5月には
バルとともに、プレ・ダダの催しともいえる「表現主義の夕べ」をベルリ
ンで開催し、彼は自作の黒人の詩を朗読し、罵声とも称賛ともつかぬ大き
な反響を呼んだ。キャバレー・ヴォルテールでも彼は、太鼓で黒人のリズ
ムを刻みながら、黒人の言語らしき意味不明の語句を叫び続け、聴衆を挑
発した。しかし、はやくも1917年1月にはチューリヒを離れ、ベルリンに
戻ると「クラブ・ダダ」を結成し、ベルリン・ダダの中心人物として活動
することになる。
チューリヒ・ダダはこれら4人のドイツ人と2人のルーマニアからやっ
てきたユダヤ人によって、人類がはじめて体験する近代戦科学技術が
もたらした新兵器による大量殺鐵一が展開される緊張した雰囲気のなか
で開始された。ヒュルゼンベックを除けば、バル、ヘニングス、アルプは
ドイツの周縁、ツァラとヤンコはヨーロッパの周縁の出身で、しかも、バ
ルとアルプはドイッとフランスが対立するアルザス、ラインラントに、へ
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ニングスはドイツとデンマークの対立するシュレスヴィヒ・ホルシュタイ
ンに、ツァラとヤンコはオスマン帝国から独立を果たしたばかりで（1878年）、
ロシアのバルカンヘの南下政策の通り道に位置するルーマニアにというよ
うに、それぞれがヨーロッパ列強の力関係の歪が集中する地域に生まれた
という共通点を有していた。そしてこれらの歪が激震となって顕在化した
のが第一次世界大戦であり、それによって亡命者というかたちでチューリ
ヒに集まってきた芸術家たちもまた別の歪を抱えており、その顕在化が
「ダダ」であったといえよう。
2．第一次世界大戦とダダ
19世紀後半から第一次大戦にかけてのヨーロッパの強国としてはフラン
ス、イギリス、ドイツ、オーストリア・ハンガリー、ロシアがあげられる
が、普仏戦争以降、各国のあいだで締結された軍事、経済同盟の危うい均
衡の上に平和が維持され（8）、これら列強の本土が戦場となるような戦争は
起きていなかった。しかしこの平和は表面的なものであり、バルカンでの
民族紛争への関わりや、海外植民地の争奪戦においては各国の利害が対立
していたし、英独間で展開された建艦競争に代表されるような軍備拡張と新
しい兵器一毒ガス、機関銃、手榴弾、飛行機、飛行船、潜水艦、戦車
の開発・製造は着々と進められていた。
19世紀末から第一次大戦にかけての時代は「ベル・エポック」と呼ば
れ、人々は近代産業の発展によって豊かになった生活を享受していた。印
象主義、エコール・ド・パリ、フォーヴィスム、キュビスムと次々に新し
い芸術様式を生み出す中心となったパリには、ヨーロッパ各地から若い芸
術家が集まり、文化的にも経済的にも豊かで華やかな都市生活は、文明の
進歩がもたらした「良き時代」の象徴であった。しかし、この文明の進歩
の原動力となった19世紀の科学技術は他方で、まったく新しい戦争をもた
らすことになる。
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18世紀後半のイギリスにはじまった産業革命は、人力に代わって、蒸気
機関が生み出すエネルギーの活用と生産工程の機械化によって推進され
た。しかしこの時期の産業発展は、繊維や食品などの軽工業にとどまって
いた。それに対して19世紀後半の第二次産業革命は、重化学工業を中心と
するもので、電気や石油という新しいエネルギーを活用した鉄鋼、造船、
車両・機械工業、そして化学反応を基礎としたガラス、セメント、精錬工
業などが飛躍的に成長した（9）。これらの産業の発展は、人々に便利で快適
な生活を提供するとともに、大量殺鐵を可能とする新兵器を生み出すこと
にもなった。そしてこの産業革命は資本主義の発展を促進し、それによっ
て蓄積された資本は軍備拡張競争と、さらにその投下先としての植民地獲
得競争、すなわち帝国主義を押し進めた。
ヨーロッパ列強間の危うい均衡は、ボスニアの州都サラィエヴォを訪問
中のオーストリア＝ハンガリー帝国皇位継承者夫妻がセルビア人の民族組
織によって暗殺された事件をきっかけに崩壊へと向かう。この事件が起き
たのが1914年6月28日、オーストリア＝ハンガリー政府がセルビア王国に
対して宣戦を布告したのが7月28日、同日、ロシアはオーストリア国境近
くのロシア軍への動員令を出し、8月1日にはドイツとフランスが総動員
令を公布し、ドイッはロシアに宣戦を布告。8月3日にドイツはフランス
に宣戦布告、同じく4日にはベルギーに対して宣戦を布告し、同日、イギ
リスがドイツに対して宣戦布告するというように、ヨーロッパ諸国は次々
に戦争へと巻き込まれていった。
隣人愛を説き、「汝、殺すなかれ」（10）という戒律をもつキリスト教も、
労働者の国際的連帯を呼びかけ、闘争は国家間にではなく階級間にあると
主張する社会主義者も、各国の知識人も、この戦争を止めることができ
なかった。それどころか、なかには積極的な支持を表明した人も多数お
り、一般国民も開戦に賛同し、とくにドイツでは熱狂的にむかえられた。
ジェームズ・ジョルはヨーロッパ各国の人々が戦争を受け入れ、一時的に
せよ戦争を謳歌し、熱狂した「1914年の雰囲気」について分析している（11）。
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ジョルは第一次世界大戦を引き起こした原因を究明するなかで、上述の
ヨーロッパを二分する同盟関係によって対立軸を生み出した同盟外交のあ
り方、帝国主義の対立、各国の国内政治の状況などとともに、一般国民に
戦争を容認させるような「雰囲気」が醸成されていたことを、この大戦の
要因として位置づけている。彼がこうしたいわば心理的要素をあげる背景
には、各国の経済的利害の対立とそれにともなう国際関係の緊張はたしか
に戦争の重要な動因となるが、それだけで必ずしも戦争が起きるわけでは
なく、国民が戦争を支持することが開戦を容易にするという考え方があ
る。1914年当時のヨーロッパを覆い、各国政府の開戦の決断を容易にした
雰囲気あるいは精神状況は、ジョルによれば、それぞれの国の「特質や権
威についての信条を形成する国民的伝統・態度の蓄積」によって醸成され
たものであり、それは、大戦前数十年に渡る「学校教育、政治家や言論人
が国際関係を論ずる際の独特の用語」によって強化されてきたのである（12）。
ジョルは19世紀末の20年間に新しいナショナリズムが出現し、それが政
治家や文化人によって語られたことが、「1914年の雰囲気」を形成する一因
となったとする。新しいナショナリズムとは、生存闘争、適者生存という
ダーウィンの生命進化の概念を国家間の関係に適用するものである。それ
によれば、戦争は国際的生存闘争の一形態として不可避であり、適者すな
わち存続に値する国家を選択するという意味で望ましいものである。よっ
て闘争への準備、すなわち軍備拡張は政府の第一義的義務となり、帝国主
義を正当化し後押しする理論的背景となる。また、適者生存の人種レベル
ヘの適用として、優れた種の保存のために民族的血統の純粋性の維持が問
題とされ、血統の汚染を避ける必要性を説く人種差別的理論反ユダヤ
主義につながるが登場し、それが偏狭な愛国心を育てることに寄与す
る。しかし、こうした社会ダーウィニズムが浸透したのは国民の一部で
あって、一般大衆の愛国心の発揚に決定的な役割を果たしたのは、学校で
の歴史教育であったとされる。子どもたちは国家の過去の栄光の物語を
聞かされ、忠誠心や隣人との連帯の重要性、そして愛国の義務を教えら
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れた。どの国でも子どもたちは、「祖国の歴史的伝統に誇りをもち、祖国
の独自な価値を尊敬するよう教育された」のであり、それが価値ある自国
の防衛を大義とする1914年の戦争を情熱的に受け入れる地盤を形成したと
ジョルは指摘する（13）。
先にあげたチューリヒ・ダダの創設メンバーのうち開戦とともに兵役に志
願したのは、バルとヒュルゼンベックである。ヒュルゼンベックは前述した
ように、入隊後2ヶ月ほどで病気になりベルリンに戻った。彼は1918年1月、
ベルリンのノイマン画廊での講演で、チューリヒ・ダダのはじまりについ
て言及しながら、当時、平和主義者には反対で、戦争に賛成だったこと、
そして現在でもダダイズムは戦争に賛成であると述べている。彼がその理
由としてあげた「すばらしい栄光のなかで生きる可能性を与えてくれたの
は戦争だったからだ」（14）という考え方は、開戦当時さかんに語られた解放
と浄化としての戦争一古びた因習からの、社会的閉塞状態からの解放で
あり、物質主義と長く続いた平和により腐敗した人間と資本主義社会の浄
化を成し遂げ、再び充実した生を回復してくれるという誤った期待と
認識につながるものであった。しかし、終戦後の1920年に出版された『進
め、ダダ』において、同じくチューリヒ・ダダ開始当時を振り返り、「ぼ
くらは、この戦争がそれぞれの政府の俗悪きわまりない唯物主義的理由か
らうまれたものだ、という見解において一致していた」と述べ、ダダはは
じめから戦争に対して否定的であったことを示した。また、開戦当時のド
イツを覆った民族主義、愛国的意識の高揚に対しては、「民族などという
ものは、最もよい場合ですら、毛皮商人や皮革密売人どもの利益共同体に
すぎないし、最悪の場合には……ゲーテの本を背嚢に入れて進撃しフラン
ス人やロシア人を銃剣で刺し殺した精神病者どもの文化団体」と斬り捨て
た（15）。こうした矛盾した言動がヒュルゼンベック、そしてダダの位置づけ
を難しくしている。
一方、バルは開戦後まもない西部戦線での激しい戦闘の跡を目撃し、ベ
ルリンに戻ってからの日記で「戦争で今突然現われてきたものは何かとい
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うと、それは機械仕掛けの全貌であり、悪魔そのものなのだ。理想的な文
句はピンで留められた小さなレッテルにすぎない」と書いている（16）。ここ
で、「理想的な文句」とは先に述べた解放と浄化としての戦争を意味する
ものと考えられる。バルは戦前の社会状況について「生活はすっかりあみ
の目に巻き込まれ、身動きできなくなっている。1913年の世界と社会はそ
んなふうに見えた。一種の経済的宿命論が支配していて、それが各個人
に、抵抗しようがしまいが、一定の機能をおしつけ、ひいては個人の利害
関係とその性格をも左右している。……誰もそれから逃れることができな
い」（17）と述べている。兵役に志願したときのバルは、こうした経済至上主
義に支配された資本主義社会の閉塞状態からの解放を期待したとも考えら
れるが、しかし、同じ箇所で彼は、戦争は喜ばしいものではないとも書い
ている。そうであるなら、バルの積極的な兵役志願はなんだったのかとい
う疑問は残るが、実際に戦場へと赴き、そこで眼前にした光景は喧伝され
たような解放でも浄化でもなく、「悪魔そのもの」の所業であり、戦争へ
の熱狂と期待がまったくの誤りであったことを認識する。戦場に見出され
たものは「機械仕掛けの全貌」、すなわち19世紀後半の工業化、科学技術
によってもたらされた進歩の帰結そのものであって、それによってもたら
された閉塞状況から逃れる方途ではなかった。
開戦当初この戦争は、平和で豊かになった日々の生活のなかで見失わ
れた目標、安定した日常から生じる倦怠感に対して、共通の敵を倒すと
いう新たな目標とそれに向かう充実感と連帯感を与え、保守的な道徳や
規範、週60時問を越える労働（18）等々からの解放、すなわち各人が現在おか
れている苦境や社会が抱えこんでいる問題を解消してくれる特効薬である
かのような言説が流布したが、近代戦がその本来の姿を現わすにしたがっ
て、初期の熱狂と期待は失われていった。バルが戦争に何を期待して自ら
志願したかは定かではないが、彼がこの社会の閉塞状況からの出口を探し
求めていたことは確かである。それは「この状態を止揚できるほどの、強
力で、とりわけ生きた勢力が、どこかにあるだろうか。もしないとすれ
42
ポストモダニズムとしてのチューリヒ・ダダ
ばどのようにしてこの状態から脱け出せるのか」（19）という記述に見て取
ることができる。バルは戦争の直前まで、ミュンヒェンに「芸術家劇場」
を建設する計画を進めていた。それは彼が考える新しい芸術の理念を実現
させるために、劇場の建築プランも含めて、舞台装置、音楽、舞台衣装な
どすべてを総合的に構想し、また、演劇のみならず絵画、音楽、舞踏も含
めて「新しい芸術のためのインターナショナルな共同体」を形成しようと
いう計画であった（2。）。バルにとってこの芸術家劇場の建設が「身動きでき
ない状態」からの脱出口ではなかったか。しかし、この計画は戦争の勃発
によって実現不可能となってしまった。この計画のメンバーにはロシア人
ではカンディンスキーの他に舞踏家と演出家の名前が、ドイツ人ではフラ
ンツ・マルク（FranzMarc，1880－1916）と建築家のエーリッヒ・メンデル
ゾーン（ErichMendelsohn，1887－1953）、スイス人のパウル・クレー（Paul
Klee，1879－1940）、オーストリア人ではオスカー・ココシュカ（Oskar
Kokoschka，1886－！980）とアルフレート・クビーン（Al丘6dKubin，1877－
1959）があげられ、インターナショナルな性格が見て取れるが、戦争によっ
てドイツ・オーストリアとロシアは敵国同士となってしまった。つまり、
バルが見出した出口は第一次大戦によって塞がれてしまったのである。バ
ルはようやく見出しかけていた「新しい芸術」ための構想を崩壊させてし
まった戦争の正体を確かめたかったのか、あるいは世問で言われているよ
うな解放が本当にあることを期待したのかはわからないが、戦場へと出か
けていき、失望して戻ってくる。そして今度は、戦火を避けてヨーロッ
パ中から亡命者が集まるチューリヒで、「新しい芸術のためのインターナ
ショナルな共同体」を目指して立ち上げられたのが、カフェ・ヴォルテー
ルを拠点とした「ダダ」ではなかったか（21）。そうであるならば、戦争は
バルの芸術家劇場の構想を破壊したが、その代わりにダダを成立させた
ことになる。しかしもちろん、戦争が破壊したのはバルの構想だけではな
く、近代を支えてきた理性と科学への信頼でもあり、ダダにはこの近代
（モダン）への不信が色濃く反映されることになる。
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3．チューリヒ・ダダのポストモダン的性格
18世紀後半以降の産業革命と国民国家の成立によってはじまるヨーロッ
パの近代は、19世紀から20世紀への世紀転換期において、これまでみてき
たように、すでに閉塞状態に陥りつつあった。その現われ、あるいはそれ
を打破しようとする芸術における試みが、一連の世紀末芸術や20世紀初
頭に集中的に見られる新しい芸術運動一フォーヴィスム、キュビスム、ド
イツ表現主義、未来派の登場であり、また、解放や浄化を戦争に求める
という意識であった。ダダもまた一般には、これら20世紀の新しい芸術の試
みのひとつとして位置づけられてきたが、ダダは未来派の一部マリネッ
ティ（晦帥㎜おoM曲e面，187δ1944）の統辞法の破壊による舳語
（parole1nHber槍）（22）、ルイジ・ルッソロ（LuigiRussolo，1885－1947）の雑音
の芸術との深い関わりを除けば、これらの新しい表現形式を掲げる造
形活動とは基本的に異なる性質を有している。それはヒュルゼンベックの
「ダダは学派や理論に左右されない精神状態」伽）であるという表現や、チュー
リヒ・ダダにも参加したハンス・リヒター（HansRichted888－1976）の言表、
すなわち、未来派は綱領をもっており、その綱領の実現をめざす作品が作ら
れたのに対して「ダダには綱領がないだけではなく、徹頭徹尾反綱領的で
あった」（24）という認識に端的に表われている。つまり、ダダは既存の芸術
表現の様式に対して、それとは異なる新たな表現様式を提示するようなも
のではなかった。ダダは造形作家ばかりでなく詩人や音楽家も含む多様な
メンバーによって構成されていたこともあるが、画家や彫刻家だけに着目
しても、彼らのあいだにダダ様式と呼べるような共通性を認めることはで
きない。それは、ダダが芸術という枠組みそのもの、芸術という制度その
ものを否定するような運動であったからだ。
先にあげた20世紀初頭のアヴァンギャルドとダダとの違いを明らかにす
るために、ここではダダのポストモダン的性格に触れることにする。一般
にポストモダンとは1970年代以降の思想や芸術の状況をモダニズムのそれ
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と区別するために用いられる言葉であるが、ダダにはそれと似た傾向を指
摘することができる。リオタール（Jean－FrangoisLyotard，1924－98）は
ポストモダンの特色として「大きな物語の凋落」をあげた（25）。大きな物語
として彼は、精神の弁証法、意味の解釈学、理性的人間あるいは労働者と
しての主体の解放、富の発展、啓蒙などをあげているが、これらはいずれ
も近代において価値あるものとして了解されてきた事柄である。そして、
これらの規範的な価値がもはや機能しなくなった状態がポストモダンと呼
ばれる。ポストモダンのこうした捉え方からすれば、まだモダンに属する
時期にあって、バルは彼の生きた時代を「あらゆる規範がぐらつき、混乱
している」、「現代は根源を喪失している」、「われわれの時代においては、
理念、倫理、根本原則がただもう名義だけのものになっている」（26）として、
近代を支えてきた規範の揺らぎを指摘し、一ハンス・リヒターは世界のすべ
てが理性によって説明できるというのは「迷信」にすぎないとして、「理
性による啓蒙」という近代のなかでも最大の物語の凋落に言及している（27）。
芸術における近代をロマン主義以降と考えるならば、それを支えてきた
大きな物語として芸術の自律性（器）、感情や心情といった主観性の表現（29）、
そして、作家という主体が作品のなかに何らかの世界像や価値を創造し、
それを鑑賞者が然るべき環境美術館（30）や劇場において享受すると
いう芸術の在り方をあげることができよう。ここではこれらのうち、主観
性の表現と芸術の在り方がすでにチューリヒ・ダダにおいて失効している
ことを、アルプの紙片や木片による作品とツァラによって試みられた作詩
法、そしてバルの音声（音響）詩を例に見ていくことにする。
アルプは制作に「偶然」を取り入れた。彼がアトリエで素描に取り組ん
でいたとき、どうしてもうまくいかず、描いていた紙を引きちぎって撒き
散らした。そのとき床に散乱した紙片の配列が彼を強く惹きつけた。それ
は彼が求めても得られなかった表現であったからだ。アルプはこの偶然の行
為によって得られた紙片の偶然の配列を台紙に貼り付け、作品とした（31）。
さらに、この手法を木片に応用して、レリーフを制作した。これらの作品
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にはもはや、作家個人の感情や内面性といったロマン主義以降の美術が主
題としてきた事柄、すなわち主観性の表現を認めることはできない。この
作品を支配しているのはアルプという制作主体の内面ではなく、偶然の出
来事であり、彼は作品を制作したというよりも与えられた状況を選択し、
受け入れたのである。
ツァラも偶然を取り入れた作詩法を紹介している。それによれば、まず
新聞とはさみを用意し、新聞から適当な分量の記事を切り抜く。次にその
記事を構成する単語をばらばらに切り離し袋に入れる。そして、袋の中で
混ぜ合わされた単語をひとつずつ取り出し、出てきた順に並べれば「ダダ
イストの詩」ができあがるとされる（32）。ここでは文法が破壊されているの
で、単語一つ一つの意味は残されているものの、それらのつながりとして
の意味は表われてこない。それぞれの語の意味は拡散するのみで、統一的
な内容を形成することなく、意味を伝達するという言語機能は失効してし
まっている。バルの音声詩、音響詩（lqanggedichte）にいたっては単語
の意味すら存在しない（33）。そこにあるのはまさに発声された、指示対象を
もたない音の響きだけである。ごの二人の試みは言語機能、そして詩芸術
の解体として捉えることができる。それは、聴衆を挑発する実際、こ
うした詩の朗読において、会場はヤジと怒号で大変な騒ぎになったと
いう意図も含まれていたと思われる。彼らが挑発しようとした聴衆とは、
芸術を価値あるものと信じている人々、それを教養の一部として、ステイ
タスとして機能させようとする人々である（34）。しかし、詩の解体の意図は
それだけにはとどまらない。ツァラの機械的で誰にでもできる作詩法から
は、詩人、そして芸術の特権的地位の否定という意図を読み取ることがで
きる。バルの音声（音響詩）詩は、統辞法から言葉を解放したマリネッティ
の「自由語」による詩に起源をもつことは確かだ。バルはマリネッティの
意図を引き継ぎ、因習的ないかなる意味にも制約されず、それに結びつく
こともない新しい詩を創造することを試みた。このような何ものにも制約
されない言語は、聴衆の「心の深層に埋もれてしまった不合理なもの」、
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「記憶の最下層」を呼び起こすとされる（35）。バルがここでいう「不合理な
もの」、「記憶の最下層」とは理性の外部にあるものを指しているのであっ
て、それを埋もれさせたものは合理的な思考、すなわち理性の働きである
と考えられる。われわれはバルの音声（音響）詩の背後に、合理的な思考
によって真理に到達することができるという理性神話の破綻を聴き取るこ
とができるのではないだろうか。
ン王
（1）Caf6desWestens；1898年から1915年までベルリンの繁華街クーアフユル
シュテンダム通りにあった。第一次大戦前はドイツ表現主義文学運動の拠
点となっており、エルゼ・ラスカー一シューラー（ElseLasker－SchUler）
やヤコプ・ファン・ホッディス（JakobvanHoddis）といった表現主義を
代表する詩人たちは常連であった。また、ドイツ印象主義を代表する画家
で、ベルリン画壇の指導的役割を果たしたマックス・リーバーマン（Max
Liebermann）や作曲家のリヒャルト・シュトラウス（RichardStrauss）らも
訪れていた。
（2）とくにカンディンスキー（WassilyKandinsky）1こは強い印象を受けたよう
で、ミュンヒェンは彼が住んでいるだけでドイツのどの都市よりも現代性を
与えられているとか、「彼の関心の多様さと内面的な深さは驚嘆すべきもの
だったが、彼の美的構想の高さと精妙さはそれにもましてすばらしかった」
というように賞賛の言葉を並べている。（HugoBa11；DieFluchtausderZeit，
zurich，1992，s．17．フーゴ・バル『時代からの逃走』土肥美夫、近藤公一
訳、みすず書房、1975年、pp．14－15。）
（3）Simplicissimus；ミュンヒェンにあった芸術家の集まる酒場。カフェ・シュ
テファニー（Caf6Stefanie）とならんで、シュヴァービング（ミュンヒェン
北部の住宅地区で作家・芸術家が多く住んでいた）に居住するボヘミアンた
ちの溜り場となっていた。
（4）DieAktion；フランツ・プェムフェルト（FranzPfe㎡ert）によって1911年に
創刊され、1932年まで続いた政治、文学、芸術を扱った週刊誌。ドイツ国内
で第一次大戦が熱狂的に支持されるなか、一貫して反戦の立場を貫いた。ま
た、ヘルヴァルト・ヴァルデン（HerwarthWalden）によって1910年に創刊さ
れた『シュトゥルム（DerSturm）』とならんで、ドイツ表現主義の展開に寄
与した。
（5）Po6msimultan；対位法的なレチタティーヴォで、3人あるいは数人の声が
同時に話したり、歌ったり、口笛を吹くなどする。
（6）Lautgedichte；「言葉のない詩（verseohneWorte）」とも言われ、日常使わ
れる単語によってではなく、母音と子音の音響的バランスを考慮して配列さ
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れた音声の連なりから構成される。バルによって最初に朗読された音声詩は
以下のようなもの。
Ga⊂1jiberibimbaガジイベリビムバ
glandridilaulilonniρadoriグランドリディラウリロンニカドリ
gadjamabimberiglassalaガジャマビムベリグラッサラ
（Ba11，ibid．，S．105．バル、前掲書、p．134。）
（7）1868年に設立された私立の美術学校。モーリス・ドニ、ピエール・ボナー
ル、アンリ・マティス、フェルナン・レジェ、マルセル・デュシャン、ロバー
ト・ラウシェンバーグ、梅原龍三郎、安井曽太郎、高村光太郎、その他多数
の優れた芸術家を輩出した。
（8）普仏戦争に勝利し、アルザス・ロレーヌと多額の賠償金を獲得したドイッ帝
国の宰相に任命されたビスマルクは、フランスの復讐を恐れ、フランスを孤
立化させるための外交政策を展開する。1873年にはドイツ・オーストリア・
ロシアで三帝同盟、82年にはドイツ・オーストリア・イタリアで三国同盟、
83年にはオーストリア・ルーマニア・ドイツ同盟、これには89年にイタリアも
加わり四国同盟となった。これに対してフランスは、バルカンをめぐるロシ
アとオーストリアの対立に際してドイツがオーストリア側につくと、94年に
露仏同盟を結び、1904年には英仏協商、07年には英露協商が成立し、ドイッ
陣営とフランス陣営との対立は明確となった。
（9）フリードリヒ・ヴィルヘルム・ヘニングによれば、工業化とは「手労働中心
の作業から機械中心の作業への移行」である。この移行過程には次のような
重要な指標がある。
・生物動力に代わる機械動力の利用（蒸気機関）
・紡車の紡績機による代替
・手織機の機械織機による代替
・製鉄業（高炉）および鉄化工業（圧延機・工作機械製造等）における新技
術工程・鉄道・汽船・鋼鉄船
ドイツにおける工業化は1835年頃にはじまり（蒸気機関の利用、鉄道建設が
はじまる）、19世紀後半には重工業が飛躍的な伸びを示す。発展の指標とな
る住民1人当たりの銑鉄生産量は、1840年には10kg程度であったが、1880年
には70kgになり、1900年には160kgと急速に増えている。（F・W・ヘニング
『ドイツの工業化』林達、柴田英樹訳、学文社、1997年、第3章参照。）
（10）『旧約聖書』「出エジプト記」20－13、日本聖書協会、1997年。
（11）JamesJo11；TheoriginsoftheFirstworldwar，London／NewYork，1984．
ジェームズ・ジョル『第一次世界大戦の起源』池田清訳、みすず書房、1997年。
（12）Jo11，ibid．，p．171．ジョル、前掲書、p．263。
（13）Jo11，ibid．，pp．184－190．ジョル、前掲書、pp．285－94。
（14）RichardHuelsenbeck（hrsg．）；DaDaAlmanach，lespressesduree1，2005，S．106．
ヒュルゼンベック編『ダダ大全』鈴木芳子訳、未知谷、p．185。
（15）高木久雄編訳『表現主義の理論と運動ドイツ表現主義5』河出書房新社、
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1972年、P．363。
（16）Ba11（1992），S．2Lバル、前掲書、p．21。
（17）Ba11（1992），S．1Lバル、前掲書、p．6。
（18）若尾祐司、井上茂子編著『近代ドイツの歴史』ミネルヴァ書房、2005年、
P．127。
（19）Ba11（1992），S．1Lバル、前掲書、p．6。
（20）HugoBa11；SamtlicheWerkeundBriefBd．10．1，G6ttingen，2003，S．49．バル、
前掲書、p．19。
（21）バルはスイス亡命の約2ヶ月前に姉宛に出した手紙に「チューリヒには、
ずっと国際的な生活があるはずです」と書いている。（Ba11（2003），S．71．バ
ル、前掲書、p．34。）
（22）マリネッティは1912年の「未来派文学の技術的宣言」において、名詞を思い
つくままにならべて統辞法を破壊すること、動詞を不定法のままで使用する
こと、形容詞や副詞を廃止することなどをあげて、言葉をあらゆる規則や慣
習から解放し自由に使用することを提唱した。（塚原史『言葉のアヴァンギャ
ルド』講談社現代新書、1994年、pp．68－71。）こうした「自由語」による詩
として「ザン・トゥム・トゥム」がある。その朗読の様子は、舌をもつれさ
せんばかりの激しさで、汽車の鋭くきしむ音、銃撃の音、電報のカタカタと
いう音に混じって、さまざまな名詞、叫びなどが連打されたとされる。（キャ
ロライン・ディズダル、アンジェロ・ボッツォーラ『未来派』松田嘉子訳、
PARCO出版、1992年、p．138。）
（23）Huelsenbeck，ibid．，S．3．ヒュルゼンベック、前掲書、p．10。
（24）ハンス・リヒター『ダダ芸術と反芸術』針生一郎訳、美術出版社、p．59。
HansRichter；DaDaartandanti－art，London，1965，p．34．
（25）リオタール『ポスト・モダンの条件』小林康夫訳、水声社、1986年、p．8。
（26）Ball（1992），S．55，108，109．バル、前掲書、p．69，138，139。
（27）リヒター、前掲書、p．102。Richter，ibid．，p．64．
（28）芸術の自律性に関しては、それが宗教から独立してくるという観点から見れ
ば、17世紀以降と考えられるが、芸術表現が、例えば絵画が、対象の模倣と
いう従来の表現方法から離れて、色と形の固有の原理を追究しはじめるとい
う点では、マネ以降のモダニズムの特色と考えられる。
（29）古典的、伝統的芸術が普遍的な価値、理想的・典型的な美を追求したのに対
して、ロマン主義以降は、作家の個性に基づく個別的、主観的な価値や多様
な美の在り様が主張されるようになる。
（30）大英博物館の開館は1759年で、現在の本館が完成したのが1847年。ルーヴル
美術館の開館（一般公開）は1802年で、いずれも市民革命後の近代の出来事
といえる。
（31）リヒター、前掲書、p．84。Richter，ibid．，p．5L
（32）トリスタン・ツァラ『七つのダダ宣言とその周辺』小海永二、鈴村和成訳、
土曜美術社、1988年、p．54。
（33）バルは音声詩と音響詩という言葉をとくに区別なく使用しているように思わ
れる。音声詩として朗読された「ガジイベリビムバ」（注6参照）と音響
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詩として朗読された「キャラバン」のあいだに構造上の違いは見出せない。
KARAWANEキャラバンjolifantobambla6fallibamblaジョリファントバンブラオーファリ
バンブラgrossigam’pfahablahoremグロッシガムッファハブラホレム69igagoramenエギガゴラメン
（バル、前掲書、p．255。）
（34）バルは「教養のために読まれはしても、教養を揺り動かすにははるかに縁遠
い一編の小説に、なんの意味があるだろうか」（Ba11（1992），S．89．バル、前
掲書、p。111。）と述べている。
（35）Ba11（1992），S．102．バル、前掲書、p．130。
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